
事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B）
0.10 0.10職員数（C） 0.10

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 02,144 1,842 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民及び圏域住民
事務事業通番 104140 予算名 公園管理事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

平成１９年４月１日佐久穂町公園条例による施策により設置したものである。
平成２６年度に地元移管に向けて通知を行ったが、地元区からの移管に対し回答はない。

　地元区に定期的な草刈・清掃等お願いし、地元でできない際はシルバー人材センターにお願いをし
ている。委託先としては妥当であると考えられる。
　公園の荒廃化を防ぐために必要であり、草刈等で景観が保たれている。最低限の景観保全のみで
あり、概ね高いと考えられる。

地元区の高齢化により、管理を行うことができない地区あり。

事
業
概
要

　佐久穂町公園条例に基づき、住民の福利厚生と生活環境の向上を目的とし設置した６（花岡遺跡公園・月見公
園・桜町児童公園・余地ダム公園・愛宕公園・城山公園）公園を推進するため、地元地区や佐久シルバー人材セン
ターに管理をお願いし、来園者に過ごしやすい環境を提供出来るよう心掛ける。
　
愛宕公園は、平成２６年度から地元区で管理を行うことができないと要望を受け、佐久シルバー人材センターへ草刈
り作業を依頼している。

　城山公園は、地元区から道水路普請だけでは管理が行き届かないとの要望を受け、佐久シルバー人材センターに
草刈り作業を依頼している。

事務事業の法的根拠

施設管理

基本戦略　16 社会インフラの維持管理
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

16-5 憩いの公園・広場づくり

施策

活動計画名

佐久穂町公園条例

主な施策

－

事務事業名 公園管理事業 開始年度 対
象枝番 1

分類区分 補助/単独 単独

総事業費

160 花岡遺跡公園等管理事業

498 741 989 2,279

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 基本戦略　安全、安心、快適なまちづくり

Ｂ

財
源
内
訳

一般財源 498 741 989 1,670

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

　現状では佐久穂町公園条例に記載されている公園であり、荒廃させることはできない。

　行財政改革を進める中で、維持管理については、地元区へ移管し地元の公園としての存在意義が高まり、委託料を支払わずとも草刈等を実施するような状態が望ましい。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 498 741 989 1,670 1,535 1,233

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
1,535 1,233

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 609 609
正職員以外

609



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

職員数（C） 0.20

R2H30 R1

R1

0.20 0.20

Ｈ28

R4R3

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-
-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 09,867 8,434 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6 R7Ｈ29 Ｈ30

　町民及び圏域住民
事務事業通番 104140 予算名 公園管理事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

住民の要望により施策において実施され現在に至る。（公民館は平成２３年度から管理担当）

佐久シルバー人材センターは、業務委託先として、妥当である。
管理業務等適正に実施されている。
委託費が低く抑えられている。

中部横断自動車道の開通により、佐久穂町ＩＣ最寄公園となる。町外利用者が増加した。

事
業
概
要

　公園の維持管理及び受付並びに料金収納業務を、佐久シルバー人材センターへ委託し来園者に過
ごしやすい環境を提供出来るよう心掛ける。

　テニスコート　６面　マレットゴルフ場　３６ホール　バーベキュー施設　１２炉の運営を行っている。

　遊具施設　２ヶ所

事務事業の法的根拠

施設管理

基本戦略　16 社会インフラの維持管理
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

16-5 憩いの公園・広場づくり

施策

活動計画名

佐久穂町公園条例

主な施策

－

事務事業名 元気が出る公園事業 開始年度 対
象枝番 2

分類区分 補助/単独 単独

9,262 8,972 7,972 9,124

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 基本戦略　安全、安心、快適なまちづくり

財
源
内
訳

一般財源 9,262 8,972 7,972 7,907

Ｈ27

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

　町内外から幅広い年齢層が訪れており、　中部横断自動車道佐久穂ＩＣの供用後は町外の利用数も増加してい
る。そうした中で、利用者に「何度も来たい」と思っていただけるような施設づくりと、サービスに努める。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 9,262 8,972 7,972 7,907 8,650 7,217

R2

国県補助金
6,856 6,167

1,0501,794

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,217
総事業費

職員数（B）

1,217
正職員以外

1,217 0 0 0 0 0 00 0 0



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

838
正職員以外

838 0 0 0 0 0 00 0 1,985

人件費

職員数（A）

概算人件費 838

0.20

国県補助金
484 224

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

○社会教育委員（公民館運営審議会委員兼務）の活動　　　　　・委員 8名で構成、会議年２回　　・佐久地区連絡協議会、県社会教育連絡協議会、長野
県社会教育研究大会、関東甲信越静研究大会等への参加
・教育委員会の点検・評価の実施

基本目標

施策

その他

R8
事業費 211 287 535 437 484 224

R2

総事業費 211 287 2,520 1,275

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想

財
源
内
訳

一般財源 211 287 535 437

事務事業名 社会教育委員会議運営事業 開始年度 対
象枝番

分類区分 補助/単独 単独

町民
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

・社会教育法で規定された委員であり、関係の深い公民館運営審議会委員も兼ねて活動してもらって
いる。町条例、町規則でも規定されており法に基づいて実施している。

・町の社会教育に関しての情報収集および事業を客観的視点でとらえるていただき、町の諸計画に貴
重な意見、助言をしてもらうことができた。

事
業
概
要

○社会教育委員（公民館運営審議会委員兼務）の活動
・委員10名で構成、会議年２回
・佐久地区連絡協議会、県社会教育連絡協議会、県社会教育研究大会、関東甲信越静研究大会等
への参加
・教育委員会の点検・評価

事務事業の法的根拠

ソフト（義務）

設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

施策

活動計画名

社会教育法、町社会教育委員に関する条例、町社会教育委員会議規則

主な施策

－

R6 R7 R8

0 01,322 1,062 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

職員数（B） 0.10 0.10 0.10
職員数（C）

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

10,279
正職員以外

10,279 0 0 0 0 0 00 0 10,279

人件費

職員数（A）

概算人件費 10,279

5284
国県補助金

4,766 1,948

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

幅広い世代の方が参加できるよう、常に需要にあった講座を開設したい。
参加した講座をきっかけに住民が協働し、文化活動の普及、維持ができ、既存のコミュニティの拡大や再生、また新たなコミュニティの構築をし続ける体制を整えたい。公民館から地域
住民へ情報や課題を発信することにより、公民館へ足を運び、職員と顔見知りとなり、公民館と地域住民とのつながりを醸成し、共有の課題や認識を持ち、住民自治を促すことにつなげ
たい。

基本目標

施策

その他 106

R8
事業費 5,405 4,814 3,405 5,807 4,850 2,000

R2

総事業費

124 八千穂夏季大学補助金

5,405 4,814 13,684 16,086

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

A

財
源
内
訳

一般財源 5,405 4,814 3,405 5,701

事務事業名 生涯学習・社会教育活動 開始年度 対
象枝番 2

分類区分 補助/単独 単独

町民及び圏域住民
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

合併前から取り組まれている。住民への情報発信、地域の課題を取り上げ、住民と共に学習していくことは公民館の責務である。
町内の人材を生かす等、住民同士で学びあう活動の場を提供することが出来た。地域の課題をつかむことに費用は必要ないが、住民・公民館相互の意
識を高めていく。
カフェスペース（元気づくり支援金を活用）の設置、茂来デーマルシェの開催を２８年度より新規　生涯学習館 茂来館を中心に「食べる」「集まる」「楽しむ」
を通じ、地域の魅力の発信と多くの方が集い繋がることで、コミュニティの創生・佐久穂町の目指すまちづくりに繋げるものとして拡充をしていく。
既存の学習講座に加え、地域産業・資源と連携した講座（H28　地元産を活かした地宝創世地づくりとパンづくり、地元の花卉を活かし佐久穂小学校と連
携した花育）を開催し、今後も地域産業と資源を活かした講座を開催していく。29年度には生涯学習人材バンク要綱を制定した。

新規講座の開講数を開設、新しい参加者を取り込んでいく必要がある。同好会活動をしていない方も、短期で生涯学習活動に参加できるよう様々なジャ
ンルの講座を開催している。小学生などにも年間を通じて様々な体験ができる場の提供を行っている。
参加者には実費負担のみで参加してもらっているものが多い。その代わりに報償費を低く抑えるようにしているが、近隣地域以外から講師を招く際には高
上りとなってしまう。
公民館講座をきっかけに自主活動団体が立ち上がる動きもあり、このような広がりを続けたい。

事
業
概
要

住民の要望を把握しながら公民館主催社会教育講座等の開設などを行い、生涯学習を推進し、住民の学習意欲の向上に努める。
既存シリーズ開設講座　○パソコン教室（4回シリーズ）　○歌唱教室（全７回）　○いきいき茂来クラブ（全6回）  ○子ども公民館4講座（全８～２４回）　○ギ
ター教室（全8回）
その他既存講座　○地学教室　○わら細工教室　○楽つみ木ひろば　 ○夏休み小中学生向け講座（釣り教室・茂来山登山） その他新規開設講座
・地域の課題を取り上げ、住民と共に問題解決や意識の向上を図れる学習の場を提供する。また地域の方々に、気軽に公民館施設へ足を運んでもらい、
利用していただけるよう促進する。
○公民館報（年６回　奇数月発行）
○寄せ鍋コンサートおよびアマチュアバンドライブ（住民参加型）コンサート
　サークル、事業所、同じ音楽を志す人達が年齢や地域に囚われず交流の場を持てるよう企画
○町のマイスターに学ぶ講座
○百人一首体験交流会
また、地域や団体がワークショップなど住民のためとなる催しについての相談にはその趣旨等に応じて協働で開催するなど、柔軟に対応。

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 Ａ-6 生涯学習館年間利用者数

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

教育基本法、社会教育法

主な施策

－

R6 R7 R8

0 0

29000 25000 20000

15,129 12,279 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

30,000人
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

21,000人
-

職員数（B）
1.00 1.00 1.00
0.50 0.50 0.50 0.50

職員数（C） 1.00

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B）
0.50
0.20 0.50 0.50 0.20

職員数（C） 0.30

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

3回
別冊資料参照/65.1％

R4R3

0.63

目標値（R3）

5回
過半数の集落で増加/基準値以上

基準値以上

R5 R6 R7 R8

0 0

11回 12回 9回 8回

8,291 8,579 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民及び町外住民
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

優れた芸術・文化に触れる機会を町民に提供することにより、町の芸術・文化の振興を図るため各種
事業を継続的に開催している。

館報、新聞、ポスター、チラシ、会議の際に紹介するなど広報活動に努め集客を図った。出演者や劇
団等についても、情報の収集に努め、予算の範囲内で魅力ある企画づくりに努めた。

事
業
概
要

（1）スタインベルクピアノコンサート
（2）生涯学習講座としてのコンサート
（3）夏休み子ども劇場
（4）文化祭文化講演会
（5）芸能鑑賞会

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　7 文化・芸術の振興
設定した目標 Ａ-7 スタインベルクコンサート

設定した目標 Ⅰ 住民の居住地区満足度-集落別/全体平均

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

7-1 文化芸術活動の推進

施策

Ⅰ　地域コミュニティ　「住み続けたい」という意思を尊重しすべての既存集落における居住機能を担保

活動計画名

主な施策

Ⅰ-4 町への愛着度

事務事業名 コンサート・演劇・講演活動 開始年度 対
象枝番 3

分類区分 補助/単独 単独

総事業費

69 コンサート・演劇・講演活動

1,872 2,443 11,448 9,821

関係する個別計画

事業名 Ⅰ-4 （2）文化芸術資源「3本の矢」継承事業

Ⅰ-4　地域コミュニティが取組む、集落の歴史・文化・行事・景観・まちなみの継承や形成の支援

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

B

財
源
内
訳

一般財源 1,501 1,671 3,708 2,638

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

・コンサートの開催によりスタインベルクピアノの活用を図る。
・演劇や演奏会など芸術に触れる機会を増やし、生涯学習や芸術活動の活性化を図る。
・子ども達が表現することの大切さを学ぶため、生の公演鑑賞を開催する。

基本目標

施策

その他 371 772 1,035 1,006

R8
事業費 1,872 2,443 4,743 3,644 2,114 3,091

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
1,722 2,619

0.20 0.20 0.20
472392

0 0 0 0 0 00 0 6,705

人件費

職員数（A）

概算人件費

0.20

6,177 5,488
正職員以外 0.1 0.1 0.1

6,177



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

1,484
正職員以外 230 230 230 230

1,484 0 0 0 0 0 00 0 1,484

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,484

国県補助金
50 65

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

ショウケースでのギャラリー展示などを通じて、木版画への興味関心の醸成と芸術活動へ
の振興を図る。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 0 66 65 65 50 65

R2

総事業費

70 宮田三郎木版画事業

0 66 1,549 1,549

関係する個別計画

事業名 Ⅰ-4 （2）文化芸術資源「3本の矢」継承事業

Ⅰ-4　地域コミュニティが取組む、集落の歴史・文化・行事・景観・まちなみの継承や形成の支援

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

B

財
源
内
訳

一般財源 0 66 65 65

事務事業名 宮田三郎木版画事業 開始年度 対
象枝番 4

分類区分 補助/単独 単独

町民及び一般
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

平成６年に宮田先生と佐久町との間で覚書が交わされ、翌年から作品の寄贈と追加寄贈が行われ
た。覚書において平成８年着工を目途とするとされた美術館は建設されず、役場の会議室などで年2
回程度の展覧会を開催する程度であった。生涯学習館の建設時にも美術館構想は実現せず、収蔵
庫が設置されたにとどまった。以来、生涯学習館での展覧会を中心に活用を図ってきたが、平成２２
年にショウケースの購入により木版画ギャラリーを設けることで、作品の常設展示が可能となった。

徐々に宮田版画の周知と理解が進みつつあり、町内だけでなく、近隣市町村や遠方から参観者が訪
れている。

事
業
概
要

（１）展覧会の開催
第29回の展覧会と茂来館ホワイエのショウケースでの作品や制作資料の展覧会
（２）木版画の貸し出し
図書館その他へ

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　7 文化・芸術の振興
設定した目標 Ａ-7 宮田三郎木版画展

設定した目標 Ⅰ 住民の居住地区満足度-集落別/全体平均

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

7-1 文化芸術活動の推進

施策

Ⅰ　地域コミュニティ　「住み続けたい」という意思を尊重しすべての既存集落における居住機能を担保

活動計画名

主な施策

Ⅰ-4 町への愛着度

R6 R7 R8

0 0

年1回・年12回展示替 年1回・年12回展示替 年1回・年12回展示 年1回・年12回展示

1,534 1,549 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

0.63

目標値（R3）

年1回・年12回展示替

過半数の集落で増加/基準値以上

基準値以上

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

年1回常設
別冊資料参照/65.1％

職員数（B）
0.20 0.20 0.20職員数（C） 0.20

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

3,273
正職員以外

1,447 0 0 0 0 0 00 0 5,329

人件費

職員数（A）

概算人件費 5,329

国県補助金
30 14

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

毎年楽しみにしている人も多い文化祭。ステージ発表と作品展示を中心に、文化活動の発表の場として、来館者には前年以上のものを、出演・出展者に
は出来るだけ自由に行えるよう配慮したい。また、固定化しないよう少しずつ新しいものを取り入れる努力をしたい。地域特産品、手作り商品等の物産展
である茂来デーマルシェについてもさらに賑やかで参加者にも出店者にも有意義な内容にしていきたい。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 129 147 353 324 30 14

R2

総事業費 129 147 5,682 5,653

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

財
源
内
訳

一般財源 129 147 353 324

事務事業名 文化祭開催事業 開始年度 対
象枝番 5

分類区分 補助/単独 単独

町民及び圏域住民
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

合併前から旧佐久町・旧八千穂村で開催されており、合併後は茂来館で開催している。合併前は作品展示とステー
ジ発表を別日程で開催していたが、合併後は合わせて開催している。28年度より物産展（茂来デーマルシェ）を開催
しており、作品展示、ステージ発表と併せて文化祭のメイン行事となってきている。
平成27年度より、利用率を勘案し送迎バスの運行を取りやめた（H26年度は利用者2名のみであった）。ステージ発
表を土曜と日曜に分け（主に演奏の部と演舞の部に分けた）、作品展示とステージ発表の両方楽しめる構成とした。

出演者・出展者には発表の場を、一般の来館者には文化活動に触れる機会を提供している。
文化祭に参加しない同好会員についても検討していきたい。
子どもの出演・出展も増えており、若い世代の来館も増えている。高額な支出等はなく、事業費は最低限で運営をし
ている。逆に入場料等とることはできない。

事
業
概
要

11月の文化の日に合わせ茂来館全館を使用し、同好会団体の作品展示、メリアホールでのステージ
発表などを行う。
必要経費　お茶席　謝礼：20,000円　賄い材料代：20,000円程度
　　　　　     開催チラシ　全戸配布分　4,500枚：27,000円程度
＊文化講演会は、別に開催予定

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

社会教育法

主な施策

－

R6 R7 R8

0 01,477 3,287 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

職員数（B）
0.60 0.60 0.10
0.20 0.20 0.10 0.10

職員数（C） 0.40

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

838
正職員以外

838 0 0 0 0 0 00 0 1,985

人件費

職員数（A）

概算人件費 838

0.20

国県補助金
248 56

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

新成人としての自覚を促し、社会貢献への新たなる決意を確認する。
郷土への愛着心を養い、見つめ直す機会としたい。
健常者だけでなく、障がいを持たれた方も参加しやすい環境を整える。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 300 207 282 273 248 56

R2

総事業費 300 207 2,267 1,111

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

財
源
内
訳

一般財源 300 207 282 273

事務事業名 成人式開催事業 開始年度 対
象枝番 6

分類区分 補助/単独 単独

町内在住者及び佐久中・八千穂中・佐久長聖中・小諸養護学校出身の新成人
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

平成１７年町村合併に伴い、いままで旧佐久町、旧八千穂村それぞれ開催されていた成人式は茂来館で毎年８月１
５日に開催されることになった。新成人は参加することにより恩師や級友に再会し、成人する自覚を持つことができ
る有意義な事業となっている。平成２７年度から町特産品を利用した祝賀会として企画運営を実行委員へ促した。平
成２８年度は祝賀会を会費制とし恩師と新成人の会として実行委員主体で取り組ませた。平成３０年度で１４回目の
開催となった。

・実行委員を集めることに苦慮しているが、参加した新成人は、恩師、同級生と再会でき、自覚を持つ有意義な式典
となっている。補助金については、記念写真代として支出した。祝賀会は、会費制ととして実行委員に計画運営を任
せた。

成人式は毎年8月15日に実施。成人者は年々減少している。平成３２年度からの成人式は佐久穂中学校卒業生が
対象となる。

事
業
概
要

第１４回佐久穂町成人式
　期日：８月１５日（水）
　会場：茂来館・メリアホール並びにエントランスホール
　対象者：佐久中出身者６０人　八千穂中出身者38人　佐久長聖中他町内在住者２名計1００名
新成人から成人式実行委員を募り、実行委員会形式で式の運営を行っている。
実行委員会・開催回数：５回程度　祝賀会では町の特産品を利用し郷土への愛着心を養うイベントと
位置づけ、実行委員主体で取り組んだ。祝賀会は会費制とし、その支出については実行委員会に任
せた。また、町からの記念品として出席者全員に記念写真を補助金で対応し送付した。

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

社会教育法

主な施策

－

R6 R7 R8

0 01,086 894 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

職員数（B） 0.10 0.10 0.10
職員数（C）

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

1,217
正職員以外

1,217 0 0 0 0 0 00 0 1,217

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,217

国県補助金
535 540

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

様々な支援を行うことで住民同士のつながりを醸成し医療・福祉とは別の方法での医療費削減や、介護予防に貢献したい。
高齢期においても、健康で、生きがいを持って生きることで、地域活動の担い手として活躍することができる。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 627 535 535 535 540

R2

総事業費

122 同好会連絡協議会補助事業

#VALUE! 627 1,752 1,752

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

Ａ

財
源
内
訳

一般財源 627 535 535

事務事業名 同好会連絡協議会補助事業 開始年度 対
象枝番 7

分類区分 補助/単独 単独

加入団体：53団体
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

合併時の協議による。
21年度：725,000円（60団体）　22年度：770,500円（58団体）　23年度：770,500円(56団体）　24年度：
720,000円(53団体)　　25年度：660,000円（50団体）　26年度：648,000円（52団体）
27年度：627,000円（50団体）　28年度：627,000円（47団体）　29年度：535,800円（47団体）
30年度：535,800円（47団体）   R1年度：535,799円（47団体）    R2年度：540,000円（42団体）

同好会活動を手助けすることは、住民と行政のつながりを高めるためにも重要である。
福祉施設等でのボランティア要請もあり、地域貢献に一役買っている。
補助金の必要性については熟慮する必要があるが、佐久穂町の文化芸術活動を向上させるため、ま
た趣味を同じくする方々の仲間づくりに役立っている。文化祭参加、事業割などで補助しているので活
発に活動してる団体については多く補助が出ている。

事
業
概
要

佐久穂町同好会等文化活動団体連絡協議会に加入している団体の活動補助を行っている。
主な取り組みとして公民館や、茂来館内で各団体の情報を提供したり、団体活動が円滑に進むよう運
営の補助と助言、活動の補助として補助金の支給をしている。

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 Ａ-6 生涯学習館年間利用者数

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-1 生涯学習環境の充実

施策

活動計画名

主な施策

－

R6 R7 R8

0 0

11000 9000 9000

1,752 1,757 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

30,000人
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

21,000人
-

職員数（B）
0.20 0.20 0.20職員数（C） 0.20

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

2,515
正職員以外

2,515 0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 2,515

国県補助金
3,816 3,336

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

分館活動において各集落の維持発展は、切っても切り離せない関係だと思われる。
よって、補助金を最優先の活動補助として捉えたい。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 3,816 3,816 3,816 3,816 3,816 3,336

R2

総事業費

123 分館活動補助事業

3,816 3,816 3,816 6,331

関係する個別計画

事業名 Ⅰ-4 （2）分館活動事業補助金

Ⅰ-4　地域コミュニティが取組む、集落の歴史・文化・行事・景観・まちなみの継承や形成の支援

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

Ａ

財
源
内
訳

一般財源 3,816 3,816 3,816 3,816

事務事業名 分館活動補助事業 開始年度 対
象枝番 8

分類区分 補助/単独 単独

町内53分館並びに住民
事務事業通番 110510 予算名 社会教育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

平成１７年度以降分館制度を導入、これまでに補助金の見直しが図られており、現在５３分館への活
動を補助するため３,８１６,０００円の補助金を支出している。
行革大綱に基づき平成２７年度より補助金10％減額　実施済み。

・分館活動は、地域の活動をとおして住民相互の親睦を図るための役割を果たしている。
・補助金支給により分館の役割が担えている。　　　　　　・活動に応じた補助金を支給しているため盛
んに事業に取り組む分館へは多く支出している。

人口減少と高齢化により地域事業が減ってしまったり、スポーツ大会等の事業へ不参加する分館が
増えることが懸念される。

事
業
概
要

町内53分館の活動事業（本館主催を含む）、分館報発行、人権同和教育講座出席や世帯数に応じ
て、活動補助金を割り振り、各分館の活動補助金として支給している。
昨今は世帯数割の割合を低くし、人権同和教育講座への参加や分館報発行に係わる割合を高くし、
分館の大きさにとらわれず、分館活動を盛んに行っている分館に多く補助金が行き渡るようにしてい
る。また、公民館報で各分館の活動を紹介し、情報発信を行えるよう取り組んでいる。

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　1 住民と行政の協働
設定した目標 －

設定した目標 Ⅰ 住民の居住地区満足度-集落別/全体平均

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 1-2 地域コミュニティ活動の推進

施策

Ⅰ　地域コミュニティ　「住み続けたい」という意思を尊重しすべての既存集落における居住機能を担保

活動計画名

主な施策

Ⅰ-4 分館活動補助団体数

R6 R7 R8

0 06,331 5,851 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

全分館

目標値（R3）

-
過半数の集落で増加/基準値以上

全分館を維持 全分館

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
別冊資料参照/65.1％

職員数（B） 0.30 0.30 0.30
職員数（C）

R2

全分館 全分館 全分館

H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B） 0.05 0.05 0.05
職員数（C）

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 0830 760 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民
事務事業通番 110511 予算名 人権同和教育事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

同和問題、高齢者、女性、子ども、障がい者、外国人などの人権問題の解消に向けて、様々な人権課
題について学習する機会を設け人権意識の高揚を図ることを目的に今後も継続していく。

同和問題を始め、さまざまな人権問題について、人権意識の高揚が図られた。

事
業
概
要

町民を対象とした人権同和教育の推進　・人権同和協力員講座・人権同和教育推進員講座・実践分
館事業の実施・日本語教室の実施・町内在住の外国人に日本語の指導・佐久穂町企業人権同和教
育推進協議会に係る事業・企業内人権同和教育推進のため補助金を交付・同和教育集会所管理・地
区での同和教育推進及び社会教育の場として集会所を管理・集会所事業・高野町集会所を社会教育
及び同和教育の場として活動を行っている。

事務事業の法的根拠

ソフト（義務）

設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

施策

活動計画名

佐久穂町における部落差別撤廃とあらゆる差別をなくすことを目指す条例、佐久穂町同和教育集会所条例

主な施策

－

事務事業名 人権同和教育事業 開始年度 対
象枝番 0

分類区分 補助/単独 補助

総事業費

125 人権同和教育推進協議会補助金

396 415 421 815

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想

A

財
源
内
訳

一般財源 331 350 356 331

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

町民を対象とした人権同和教育の推進
・人権意識の高揚を図るため、様々な人権をテーマに人権同和教育の講座を開催。
・実践分館事業など学習活動の継続と充実を図ってい行く。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 396 415 421 396 411 341

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金 65 65 65 65 65 10
346 331

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 419 419
正職員以外

419



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

6,087
正職員以外 6030 6030 6060

19,204 0 0 0 0 0 00 0 19,169

人件費

職員数（A）

概算人件費 19,169

495
国県補助金 968

18,490 24,746

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

・町民の憩いの場（公民館事業とも連携し茂来館全体で生涯学習、趣味、調べ事などの拠点となり、乳幼児から高齢者までゆったりと過ごせる場にした
い）・利用者の定着、新規利用者の増加（図書館を知ってもらい、利用の定着化、増加につなげたい）　　・資料の充実（利用者が欲している資料の案内・
提供をしたい）　　・学校図書館との連携（資料貸借、情報交換などを通し町内の子ども達により充実したサービス提供したい）

基本目標

施策

その他

R8
事業費 19,588 18,482 19,283 18,490 18,490 26,209

R2

総事業費

71 図書館運営事業

19,588 18,482 38,452 37,659

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

B

財
源
内
訳

一般財源 19,588 18,482 19,283 18,490

事務事業名 図書館運営事業 開始年度 対
象枝番 0

分類区分 補助/単独 単独

町民および近隣住民利用者
事務事業通番 110522 予算名 図書館運営事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

Ｈ１６年の開館時より、生涯学習の場として利用者に情報提供する事業を継続している。
施設としては職員対応、資料の充実面（郷土資料・雑誌数）などから町内外の利用者からの評判も良く、現在にまで
至っている。図書館の魅力を失わない蔵書数、新鮮さを保つことを考慮しながら、
町の財政状況から平成２４年度予算より備品購入費の減額（年間△６２，５００×８年　計△５００，０００）を予定して
いる。
平成２７年度より移動図書館が２台から１台に減。移動図書館業務は臨時職員で対応していた。平成２７年度の途
中より、移動図書館業務をシルバー人材センターへ委託。

資料も充実し町民を中心とした利用者に知的活動・生涯学習の場として定着している。利用者数等に変化が生じて
いるが、町内外問わず施設への評判は概ね高い。町の財産として貴重資料や郷土資料の収集・保存・活用を継続
していく。また蔵書数・内容・新鮮度を保つために資料の精査を今後も継続していく。

事
業
概
要

（１）資料の収集・管理・提供
郷土資料、新刊等の購入。破損、汚損本の修理、入替え。相互貸借、リクエスト等の対応。
（２）移動図書館車の巡回
高齢者や交通弱者、保育園児及び保護者、学童利用者などを対象として地域巡回・施設巡回。
（３）図書館利用促進、読書推進活動
①展示…館内展示変更（月１）、郷土展示、時事展示など
②イベント・企画…おはなし会、図書館まつり、上映会、職場体験など
③広報…広報誌（月1）、チラシ、ＷＥＢページなど

事務事業の法的根拠

ソフト（義務）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-1 生涯学習環境の充実

施策

活動計画名

図書館法、佐久穂町図書館条例、佐久穂町図書館条例施行規則

主な施策

－

R6 R7 R8

0 037,694 32,296 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

職員数（B）
2.00 2.00 2.00職員数（C） 1.00

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

8,274
正職員以外 5080 5128 5143

12,053 0 0 0 0 0 00 0 11,980

人件費

職員数（A）

概算人件費 12,035

国県補助金
12,475 15,984

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

１．町民に親しまれる美術館。
２．初めての来館者とリピーターに親しまれ、「来て良かった、また来館したい」という気持ちを持って頂けるような、落ちついた趣のあるきれいな環境を保つよう美術館運営を心がけ、来
館者へ説明等も励行する。
３．素描展示以外に花展を実施することで美術ファン以外の客層からの集客を図り、奥村土牛記念美術館の知名度を上昇させ来館者数を増加させたい。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 15,988 11,865 17,468 11,389 12,475 15,984

R2

総事業費

161 奥村土牛記念美術館事業

15,988 11,865 29,448 23,424

関係する個別計画

事業名 Ⅰ-4 （2）文化芸術資源「3本の矢」継承事業

Ⅰ-4　地域コミュニティが取組む、集落の歴史・文化・行事・景観・まちなみの継承や形成の支援

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

C

財
源
内
訳

一般財源 15,988 11,865 17,468 11,389

事務事業名 奥村土牛記念美術館 開始年度平成２年 対
象枝番

分類区分 補助/単独 単独

町民及び圏域住民
事務事業通番 110540 予算名 奥村土牛記念美術館事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

　平成３０年度も、日本庭園内の野点や年間３回の花展を開催し、素描・建物・生け花等のコラボレー
ションによる誘客増を図ると共に、関係メディアには、藤棚・牡丹の開花状況から３回の展示替情報を
配信し周知と宣伝を行った。又、１１月３日には華展と連動し、假屋崎省吾氏によるトーク＆生け花の
デモンストレーションを初めて開催したり、２月には当町の華道愛好家の皆様で各流派に所属しておら
れる方々による『第１回　佐久穂町華道展』も開催した。

事
業
概
要

１．広報の充実・・・広報「さくほ」．公民館報への情報掲載．展示替え等の無線放送による呼びかけ。
各種団体へ研修活動の場として利用するよう働きかける。
２．広報活動・・・近隣の美術館と画伯作品を所蔵されている美術館、町内の飲食店・宿泊施設へ、展
示替ごとにチラシ・ポスターを送付。各種新聞社及び雑誌へ無料広告イベント情報掲載。フェイスブッ
クページ更新。
３．年３回作品展示替えの実施（４．７．１１月）及び年３回の華展を継続実施した。
４．離れを文化財として維持していく為に、本館同様外装塗装工事と全体の耐震工事やエレベーター
入れ替えなど、安全面に配慮した改修工事を検討しなければならない。

事務事業の法的根拠

施設管理

重点施策Ａ　7 文化・芸術の振興
設定した目標 Ａ-7 奥村土牛美術館来館者数

設定した目標 Ⅰ 住民の居住地区満足度-集落別/全体平均

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

7-1 文化芸術活動の推進

施策

Ⅰ　地域コミュニティ　「住み続けたい」という意思を尊重しすべての既存集落における居住機能を担保

活動計画名

奥村土牛記念美術館条例・規則

主な施策

Ⅰ-4 町への愛着度

R6 R7 R8

0 0

５０００人 ４５００人 4500 4000

24,528 24,258 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

0.63

目標値（R3）

5,000人
過半数の集落で増加/基準値以上

基準値以上

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

4,600人
別冊資料参照/65.1％

職員数（B）
1.00 1.00 1.00職員数（C） 1.00

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

1,447
正職員以外

1,447 0 0 0 0 0 00 0 14,885

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,447

1.50
1,9552,963

国県補助金 1,428
24,569 51,094

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

①施設の維持管理を専門業者に委託し、施設の機能を充分に果たせるよう管理する。
②生涯学習館は、会議室、研修室、音楽室及びメリアホール・図書館を備えた施設で、文化サークル活動や各種研修、講演会等に多くの地域住民が利
用している。利用しやすい施設を目指し、利用者のニーズにあった施設として維持していく。

基本目標

施策

その他 1,594 2,306

R8
事業費 27,269 26,130 28,335 39,858 27,215 53,049

R2

総事業費 27,269 26,130 43,220 41,305

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想

財
源
内
訳

一般財源 27,269 24,702 26,741 37,552

事務事業名 生涯学習館管理事業 開始年度 対
象枝番 0

分類区分 補助/単独 単独

町内及び町外の個人又は団体
事務事業通番 110550 予算名 生涯学習館管理事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

・町民の生涯学習の場及びその成果の発表の場として平成１６年に建設された。今後も生涯学習活
動の拠点として運営していく。
・生涯学習活動の拠点として、住民が集える場として機能している。エントランス、ミニギャラリーでの
企画などを通して、利用者は増加傾向にある。

事
業
概
要

○生涯学習館の維持管理（生涯学習施設の充実を図り建物、設備及び周辺の維持管理を行う。）
・施設周辺の草刈
・施設維持管理消耗品の管理（衛生用品・蛍光灯等）
・施設光熱水費（電気料、下水道料等）
・施設保守点検委託（エレベーター、自家用電気・消防施設・メリアホール設備等）
・施設管理委託（夜間巡回警備、夜間受付業務、水道水質検査等）
・施設清掃委託

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

施策

活動計画名

佐久穂町生涯学習館条例

主な施策

－

R6 R7 R8

0 028,662 54,496 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

職員数（B）
0.10 0.10
0.10 0.10 0.10

職員数（C） 0.10

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B）
0.20 0.30 0.40職員数（C） 0.40

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 012,988 14,689 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民及び一般
事務事業通番 110561 予算名 文化財保護事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

合併以前からの事業で、指定文化財の管理と発掘調査は不可避。
平成28年度～文化財・芸術係補助臨時職員を雇用し、古文書調査などを実施している。

髙い専門性を有する職員による政策立案、調査・研究が必要であるが、現状では出来ていない。

事
業
概
要

（１）文化財の調査・保護
町内の文化財の現状を確認するとともに、新たに文化財の調査を行い、その保護と活用に努める。文
化財保護審議会委員の協力を得ながら、古文書や埋蔵文化財などの調査と保護・活用を進める。
（２）調査報告書の刊行　古文書・石碑などについての調査報告書作成の準備をする
（３）文化財展示会の開催
（４）文化芸術講座の開催（5回）　古文書教室（3回）
（５）資料館設置へ向けての検討

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

施策

活動計画名

佐久穂町文化財保護条例・文化財保護条例施行規則

主な施策

－

事務事業名 文化財保護事業 開始年度 対
象枝番 0

分類区分 補助/単独 単独

総事業費 301 3,501 6,336 8,810

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想

財
源
内
訳

一般財源 301 3,501 3,169 5,093

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

前年同様、文化財を有効活用することに重点を置く。報告書や展示会、講座などを通じて、町民に文
化財にもっと興味をもってもらい、その価値や保護の重要性を理解してもらうことをめざす。

基本目標

施策

その他 59

R8
事業費 301 3,501 3,228 5,093 8,653 10,281

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
8,653 10,281

0 0 0 0 0 00 0 3,108

人件費

職員数（A）

概算人件費 3,717 4,408
正職員以外 1630 1630 1638 1701

4,335



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B）
0.20 0.20職員数（C） 0.20

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 01,588 1,292 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民
事務事業通番 110610 予算名 社会体育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

分館対抗の大会とは別に、町民誰でも参加が可能なスポーツ大会として実施されている。

　分館対抗スポーツ大会との兼ね合いもあり実施回数は妥当である。準備運営は、スポーツ推進委
員、体育協会加盟団体への協力依頼でスムーズな運営がされている。
　大会を通じ人と人との交流及び地域と地域との交流を促進し、一体感や活力を醸成している。
　体育協会加盟団体に協力依頼しており、準備・運営等は低額の謝礼で行われている。
大会等に係る消耗品費は低額に抑えている。

事
業
概
要

各種体育大会の実施。
　・スマイルボウリング大会　　　　1回（春）
　・町民ゴルフ大会　　　　　　　　　１回
　・３on３バスケットボール大会　　　　　　　　１回（夏）
　・３on３バスケットボール交流会　　　　　 　１回（冬）
　・職場交流スポーツ大会（ソフトボール）　 １回
　・町民ソフトバレーボール大会　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　・親と子のスキー教室　　　　　　２回（１２月・１月）

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

社会教育法

主な施策

－

事務事業名 社会体育活動事業 開始年度 対
象枝番 1

分類区分 補助/単独 単独

総事業費 461 432 730 1,564

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

財
源
内
訳

一般財源 461 432 730 347

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

スポーツを通じて地域や世代間の交流を深め、地域の活性化と連帯感の向上を図る。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 461 432 730 347 371 75

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
371 75

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,217 1,217
正職員以外

1,217



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

2,515
正職員以外

2,515 0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 2,515

国県補助金
1,333 878

R7Ｈ29 Ｈ30

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

各種教室、大会、講習会の指導を通じて町民のスポーツの普及と健康の増進を図る。小学校低学年
のスポーツ少年団加入前、未加入の子供を中心に体育を指導し、スポーツの楽しさを教える。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 1,259 1,210 1,412 1,321 1,333 878

R2

総事業費

72 スポーツ推進委員会

1,259 1,210 1,412 3,836

関係する個別計画

事業名 Ⅱ-3 （3）わくわくチャレンジ事業

Ⅱ-3　子どもたちが佐久穂町に住む魅力に気づき動機を養う愛郷教育、キャリア教育の推進

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

B

財
源
内
訳

一般財源 1,259 1,210 1,412 1,321

事務事業名 スポーツ推進委員会活動事業 開始年度 対
象枝番 2

分類区分 補助/単独 単独

町民
事務事業通番 110610 予算名 社会体育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

法により委嘱して活動している。

・教育委員会が委嘱する非常勤職員　　　　　　　　　　　　　・委員相互の情報共有化を図り町民の求め
ている事業、参加しやすい自主事業を企画することで工場が見込まれる。
・事業実施は報酬で実施。

事
業
概
要

スポーツ推進委員の活動　・委員数　１５名で構成・公民館主催事業への実技指導　・ 町民ハイキン
グ　　・わくわくチャレンジ教室　・　スマイルボウリング大会
ウォーキング教室ほかニュースポーツ等の指導
・各種委員研修
・健康福祉課との連携

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 Ⅱ 16～19歳における継続居住+Ｕターン意向

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

Ⅱ　子育て・教育コミュニティ　「住み続ける誇り」を養い「選ばれる町の魅力」をもたらす子育て・教育環境の形成

活動計画名

主な施策

Ⅱ-3 わくわくチャレンジ事業参加人数

R6 R7 R8

0 03,848 3,393 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

R4R3

434人/年(Ｈ26)

目標値（R3）

-
基準値以上

650人/年 288人/年

R5

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
0.259

職員数（B） 0.30 0.30 0.30
職員数（C）

R2H30 R1

R1



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B） 0.20 0.20 0.20
職員数（C）

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 01,919 1,748 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町内小学生
事務事業通番 110610 予算名 社会体育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

平成１７年４月１日発足、日本スポーツ少年団の目的に従い、地域の学校教育活動に於いてスポーツを通じ青少年
の心身の健全育成に資することを目的として、現在７団体（単位団）が活動している。
平成27年4月より小中学校統合に合わせ、スポーツ少年団は1種目１団となった。さくほ少年野球大会補助金は平成
26年度をもって廃止とした。

・各単位団の指導者はボランティアの有資格者で組織され、技術面、礼儀作法などスポーツ活動を通し、団員の健
全育成に貢献している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・団員数はクラブにより偏りが出ている。例年、小学生児
童の約半数が入団し活動している。また、町外からの受け入れも可とする。

少子化が進む中、近隣の町村では単位団の減少により社会体育団体への移行が進行している。これにより大会へ
のチーム数が減少し今後スポーツ少年団への加入が懸念される。

事
業
概
要

各競技クラブ（単位団）により構成
・野球（平成２７年度から佐久、八千穂で統合）佐久穂少年野球クラブ
・サッカー・ミニバスケット・バレーボール（平成２７年度から佐久、八千穂で統合）佐久穂バレーボール
クラブ・ソフトテニス・卓球・柔道（平成２７年度から佐久、八千穂で統合）佐久穂町柔道クラブ　統合に
より2クラブ減　計７クラブ
　毎週１～３回の定期練習、競技別交流大会への参加
　合同開会式、県スポーツ少年団への登録、競技別交流会（クラブ間交流）

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

スポーツ基本法

主な施策

－

事務事業名 スポーツ少年団活動事業 開始年度 対
象枝番 3

分類区分 補助/単独 単独

総事業費

73 スポーツ少年団

188 218 175 1,886

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

Ａ

財
源
内
訳

一般財源 188 218 175 209

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

・スポーツを通して少年少女の健全育成を図る。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 188 218 175 209 242 71

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
242 71

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,677 1,677
正職員以外

1,677



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B） 0.20 0.20 0.20
職員数（C）

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 02,611 2,611 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

小学生～成人
事務事業通番 110610 予算名 社会体育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

平成１７年町村合併に伴い、旧佐久町から継続していた体育協会を旧八千穂村のスポーツ団体と合わせ、佐久穂
町体育協会として発足。本会はスポーツを振興し町内各種スポーツ団体の調整及び町民の体力向上アマチュア精
神を養うことを目的として現在に至る。
行革大綱に基づき平成27年度より補助金10％減実施済み。

・団体自ら熱心に運営と活動をしている。　　　　　　　　　　・会員の増減はあるが、子供から高齢者まで幅広く活動し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・登録団体は体育協会へ１名当たり４００円の年会費を収め
ている。協会は町補助金と合わせて助成と運営をしている。

協会への加入により補助金の支給と体育施設の定期利用が優先され、スポーツ活動により町民の体力向上が養
え、またコミュニティの促進も図れるため継続した事業としたい。

事
業
概
要

各団体ごとに定期練習、各種大会への参加、公民館主催スポーツ大会への協力
活動場所は町内社会体育施設、学校体育館、学校グラウンド
各団体への活動補助金の助成、団体間の連絡調整
常任理事会、理事総会を年１回開催

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

スポーツ基本法

主な施策

－

事務事業名 スポーツ協会運営補助事業 開始年度 対
象枝番 4

分類区分 補助/単独 単独

総事業費

126 スポーツ協会運営補助事業

934 934 934 2,611

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

Ａ

財
源
内
訳

一般財源 934 934 934 934

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

スポーツ人口の増大を図り、多くの町民がスポーツに親しめるよう支援していきたい。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 934 934 934 934 934 934

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
934 934

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,677 1,677
正職員以外

1,677



事務事業シート_基礎シート

① ⑤

②

③

④

⑥

⑦

⑧ 内部取扱事項

R2H30 R1

R1

職員数（B）
0.30 0.30職員数（C） 0.10

Ｈ27 Ｈ28

創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画

H29基準値（H27）

-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 02,075 616 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民
事務事業通番 110610 予算名 社会体育活動事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

合併前から取り組まれている。合併後も旧町村を超えた分館間の交流の場として位置づけられてい
る。

分館長会議にて各種目日程を告知しており、参加している。分館活動の一環であり地域の交流・連帯
感の醸成につながっている。各種大会の審判報酬と若干の消耗品のみ

事
業
概
要

・分館対抗ソフトボール大会　　　１回
・分館対抗バレーボール大会　　　１回
・分館対抗ラージボール卓球大会　１回

事務事業の法的根拠

ソフト（任意）

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

スポーツ基本法

主な施策

－

事務事業名 分館対抗スポーツ大会事業 開始年度 対
象枝番 5

分類区分 補助/単独 単独

総事業費 228 206 187 2,042

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

財
源
内
訳

一般財源 228 206 187 216

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

各種スポーツ大会を通じて、住民の交流、地域連帯感の醸成、体力の向上を図る。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 228 206 187 216 249 7

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
249 7

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,826 609
正職員以外

1,826
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R1

職員数（B）
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創生戦
略

基本目標
施策

目標の達成状況
総合計画
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-
-

R4R3

-

目標値（R3）

-
-
-

R5 R6 R7 R8

0 021,209 19,196 0 0 0 0

（千円）
R3 R4 R5 R6

町民
事務事業通番 110620 予算名 体育施設管理事業

事
業
実
施
の
背
景
・
こ

れ
ま
で
の
経
過

社会体育施設使用施設
平成２６年度　しらかば社会体育館　海瀬社会体育館　海瀬総合グラウンド　千ヶ日向総合グラウンド　穂積・松井グラウンド　旧東小体育館　その他学校
体育館を開放
平成２７年度　しらかば社会体育館　海瀬社会体育館　海瀬総合グラウンド　千ヶ日向総合グラウンド　穂積・松井グラウンド　旧東小体育館　旧中央小体
育館　旧西小体育館　旧八千穂中体育館　その他佐久穂中体育館を開放
平成２８年度　しらかば社会体育館　海瀬社会体育館　海瀬総合グラウンド　千ヶ日向総合グラウンド　穂積・松井グラウンド　旧中央小体育館　その他佐
久穂小・中体育館、佐久穂小・中グラウンドを開放
その他の閉校した旧学校体育館は体育施設として使用なし

委託先については適当である。
適正な維持管理を行っている。
貸館がない場合でも管理人が常駐しているので改善の必要はある。

しらかば社体前が県道川上佐久線バイパス工事が始まることにより、代替駐車場を旧八千穂中グラウンドに整備

事
業
概
要

総合運動場（海瀬、千ヶ日向、穂積、松井の各グラウンド、千ヶ日向マレットゴルフ場）
社会体育館（しらかば社会体育館、海瀬社会体育館、旧中央小体育館）
学校体育施設（佐久穂小中学校体育館、グラウンドの学校開放）
の維持管理を行う目的で実施

各施設の内外の管理委託、清掃、整備、館内の保守点検および館内機器の保守点検、破損箇所の
修繕、消耗品（衛生用品、蛍光灯等）の管理、施設光熱水費等の支払い、借地料等の支払い、受付業
務

事務事業の法的根拠

施設管理

重点施策Ａ　6 生涯学習・スポーツの推進
設定した目標 －

設定した目標 －

行財政改革大綱における進捗状況（H26～R2）

 6-2 生涯学習の推進・生涯スポーツの振興

施策

活動計画名

佐久穂町体育施設条例・体育施設施行規則

主な施策

－

事務事業名 体育施設管理事業 開始年度 対
象枝番 6

分類区分 補助/単独

総事業費

162 穂積グラウンド

20,157 18,732 22,309 25,267

関係する個別計画

事業名

決算額の推移

総合計画の体系 （Ｈ29～R8）

コミュニティ創生戦略 の位置づけ （Ｈ27～R1）

基本構想 重点施策Ａ　住み続けたいを守る持続可能なまちづくり

Ｂ

財
源
内
訳

一般財源 20,157 18,732 22,309 24,050

R2

重要業績評価指標(ＫＰＩ)

意
図

体育施設利用環境の充実、利用者のニーズへの対応するため施設の維持管理を委託し、
施設の機能を十分に果たせるように管理する。

基本目標

施策

その他

R8
事業費 20,157 18,732 22,309 24,050 19,992 17,979

R2 R7Ｈ29 Ｈ30

国県補助金
16,082 15,683

2,2963,910

0 0 0 0 0 00 0 0

人件費

職員数（A）

概算人件費 1,217 1,217
正職員以外

1,217


